
建
設
技
能
者
の
適
正
賃
金
確
保

国
交
省

検
討
会
持
続
可
能
な
建
設
業
へ
論
点
整
理

下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
へ

新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
す

国
土
交
通
省
は
２
月
６

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
第
７
回
「
持
続
可

能
な
建
設
業
に
向
け
た
環
境

整
備
検
討
会
」
（
座
長
・
楠

茂
樹
上
智
大
学
法
学
部
教

授
）
を
開
催
し
た
。
建
設
業

の
担
い
手
確
保
や
さ
ら
な
る

生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、

民
間
建
設
工
事
の
契
約
締
結

や
重
層
下
層
構
造
の
適
正
化

に
向
け
た
方
向
性
、
建
設
技

能
者
の
適
正
賃
金
・
法
定
福

利
費
の
確
保
な
ど
を
論
点
と

し
て
整
理
し
た
。

同
検
討
会
は
建
設
業
の
課

題
解
決
を
め
ざ
し
て
設
置
。

最
近
の
資
材
価
格
急
騰
な
ど

の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
建

設
技
能
者
の
処
遇
改
善
や
人

材
育
成
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を

進
め
て
い
る
。

当
日
の
会
合
で
は
国
交
省

の
長
橋
和
久
不
動
産
・
建
設

経
済
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
今
回
を
含
め
た
３

回
の
会
合
で
論
点
の
と
り
ま

と
め
を
行
う
。
焦
点
を
絞
り

施
策
を
具
体
化
さ
せ
た
い
」

と
述
べ
、
活
発
な
意
見
交
換

を
期
待
し
た
。

続
い
て
バ
ブ
ル
期
以
降
の

建
設
業
の
変
遷
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
資
材
価
格
の
変

動
や
人
手
不
足
が
建
設
業
の

持
続
的
成
長
を
阻
害
し
て
い

る
と
指
摘
。
民
間
工
事
契
約

で
は
資
材
価
格
の
変
動
に
対

す
る
対
応
が
不
透
明
な
こ
と

か
ら
、
契
約
の
透
明
性
な
ど

を
確
保
す
る
。

重
層
下
層
構
造
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
賃
金
の
支
払
い

な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な

い
対
応
に
努
め
て
い
く
。
具

体
的
に
は
適
正
賃
金
が
困
難

な
契
約
を
制
限
し
、
元
請
主

導
で
施
工
体
制
や
品
質
の

「
見
え
る
化
」
を
行
う
。

ま
た
建
設
技
能
者
の
賃
金

は
受
注
総
額
の
範
囲
内
で
支

払
わ
れ
る
た
め
、
賃
金
が
適

正
な
水
準
に
達
し
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
設
計
労
務
単
価
な

ど
を
参
考
に
適
正
賃
金
を
算

出
し
て
受
注
総
額
を
決
定
す

る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
１
月
３０
日
、
東
京
・
新
宿
区
の
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構
で
第
２
回
「
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
改
訂
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
中
林
一
樹
東
京
都
立
大
学
・
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）
を
開
き
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
に
あ
た
っ
て
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
水
害
や
火
山
の
大
規
模
噴
火
に
よ
る
降
灰
で

下
水
道
施
設
の
被
災
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
期
復
旧
を
目
的
と
す
る
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
火

山
降
灰
対
策
な
ど
を
明
記
す
る
。
３
月
末
を
め
ど
に
改
訂
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
方
針
だ
。

新
た
な
災
害
対
応
と
し
て

内
閣
府
は
火
山
の
大
規
模
噴

火
時
に
発
生
す
る
降
灰
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
施
設
へ
の
影
響

な
ど
の
検
討
を
開
始
し
た
。

ま
た
異
常
気
象
に
よ
る
水
害

が
激
化
・
多
発
化
し
、
下
水

道
施
設
が
長
期
に
わ
た
っ
て

機
能
停
止
に
陥
る
被
害
が
増

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
国
交
省
は
学
識

者
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
か

ら
な
る
検
討
委
で
現
行
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
訂
す
る
こ
と
に

し
た
。

国
交
省
は
平
成
２１
年
に
地

震
へ
の
対
応
を
柱
と
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
第
１
版
を
策
定

後
、
新
た
に
発
生
し
た
災
害

で
浮
上
し
た
課
題
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。

具
体
的
に
は
平
成
３０
年
豪
雨

や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
る
大
規
模
水
害
、
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
や
令
和
元
年

房
総
半
島
台
風
に
よ
る
大
規

模
停
電
な
ど
に
対
応
し
た
改

訂
を
行
っ
て
い
る
。

当
日
の
会
合
で
は
冒
頭
、

中
林
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
当
検
討
委
員
会
で
は

今
回
が
議
論
の
ヤ
マ
場
と
な

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い

結
論
に
結
び
つ
け
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

火
山
対
策
の
基
本
法
で
あ

る
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置

法
で
は
降
灰
の
影
響
が
あ
ま

り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
降
灰
対
策
が
必
要
な

市
町
村
は
特
措
法
で
指
定
さ

れ
た
火
山
防
災
協
議
会
を
設

置
し
て
い
る
市
町
村
数
よ
り

大
幅
に
増
え
る
見
通
し
だ
。

富
士
山
の
場
合
、
同
協
議

会
を
設
置
し
て
い
る
の
は
２７

市
町
村
、
降
灰
が
予
想
さ
れ

る
の
は
約
７
倍
の
１
８
９
市

町
村
と
な
っ
て
い
る
。
全
国

で
は
現
在
１
７
９
市
町
村
が

同
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る

も
の
の
、
降
灰
対
策
が
必
要

な
市
町
村
は
数
百
に
及
ぶ
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

降
灰
対
策
で
は
現
行
の
火

山
噴
火
に
関
連
し
た
地
域
防

災
計
画
に
留
意
し
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
照
し
な

が
ら
降
灰
範
囲
や
降
灰
量
を

予
想
で
き
る
項
目
を
盛
り
込

む
考
え
だ
。
ま
た
分
流
式
と

合
流
式
で
下
水
道
の
被
害
想

定
が
異
な
る
こ
と
や
活
火
山

か
ら
の
距
離
な
ど
も
十
分
に

考
慮
す
る
。

地
域
防
災
計
画
に
火
山
に

関
す
る
記
述
が
あ
る
場
合
は

必
要
な
項
目
を
す
べ
て
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。
記

述
が
な
い
場
合
は
最
低
限
必

要
な
項
目
に
と
ど
め
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
見
解
を
示

し
た
。

一
方
、
水
害
へ
の
対
応
で

は
担
い
手
の
確
保
や
支
援
体

制
の
構
築
、
復
旧
で
大
き
な

役
割
を
果
た
す
民
間
事
業
者

と
の
協
定
締
結
に
力
を
入
れ

る
。
こ
れ
に
伴
い
小
規
模
自

治
体
の
事
務
処
理
電
子
化
や

溢
れ
た
水
を
処
理
す
る
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
の
手
配
な
ど
も

検
討
し
て
い
く
。

国交省検討会が第２回会合

中林委員長

有識者らで活発に意見交換

長橋局長
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